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球磨川流域治水協議会

説明資料

令和５年１２月４日

資料－１

球磨川流域治水プロジェクトの概要



令和2年7月豪雨における球磨川流域の被害状況 1第116回社会資本整備審議会 河川分科会
河川整備基本方針検討小委員会資料より引用



令和2年7月豪雨以降の対応 2

西暦 主な洪水/計画の変遷等 川辺川の流水型ダム関係

2020年（令和2年）7月 令和2年7月豪雨（梅雨）観測史上最大

熊本県知事が「緑の流域治
水」の１つとして、住民の
「命」を守り、さらには、
地域の宝である「清流」を
守る「新たな流水型ダム」
を国に求めることを表明
（令和2年11月）

「流水型ダム環境保全対策
検討委員会」を設置
（令和3年6月）

2020年（令和2年）8月 「令和2年7月豪雨検証委員会」を設置

2020年（令和2年）10月 「球磨川流域治水協議会」を設置

2021年（令和3年）1月 「球磨川水系緊急治水対策プロジェクト」をとりまとめ

2021年（令和3年）3月 「球磨川水系流域治水プロジェクト」をとりまとめ

2021年（令和3年）8月 球磨川水系学識者懇談会設置

2021年（令和3年）12月
球磨川水系河川整備基本方針を見直し
【基本高水のピーク流量】 11,500m3/s（横石）、8,200m3/s（人吉）
【計画高水流量】 08,300m3/s（横石）、4,000m3/s（人吉）

2022年（令和4年）8月
球磨川水系河川整備計画の策定
【河川整備の目標流量】 11,200m3/s（横石）、7,600m3/s（人吉）
【河道への配分流量】 08,200m3/s（横石）、3,900m3/s（人吉）

球磨川水系河川整備計画【国管理区間】

49頁を一部修正



球磨川水系緊急治水対策プロジェクト

～流域のあらゆる関係者が協働し、まちづくりと連携した治水対策の推進～

3令和3年1月29日

記者発表資料より引用



■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、引堤、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地 堤防補強 等
・流水型ダム、市房ダム再開発※ ※調査・検討に令和３年度から本格着手

・砂防関係施設の整備
・下水道等の排水施設の整備
・雨水貯留、雨水浸透施設整備
・水田の貯留機能向上
・ため池の補強、有効活用
・農業水利施設の整備
・森林の整備・保全、治山施設の整備

・利水ダム等６ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 等

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合があります。

（関係者：国、熊本県、電源開発（株）、九州電力（株）、あさぎり町 等）

掘削土の活用による復旧復興の基盤整備への支援等

〇令和２年７月豪雨では、戦後最大の洪水により甚大な被害が発生したことや人吉・球磨盆地が急峻な山々に囲まれたすり鉢状の地形と
なっており、複数の急流支川が流れ込み、さらに盆地の下流側が山間狭窄部となり、豪雨時には水位が上昇しやすいという流域の特徴を踏
まえ、国、県、市町村等が連携し、河道掘削、堤防整備（堤防補強）、輪中堤・宅地かさ上げ、遊水地等の取り組みを集中的に実施すること
により、令和２年７月洪水と同規模の洪水に対して、越水による氾濫防止※（人吉市の区間等）、家屋の浸水防止※（中流部）など、流域にお
ける浸水被害の軽減を図る。

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・排水門等の整備や排水機場等の耐水化
・避難行動、水防活動に資する基盤等の整備
・避難を判断するための情報伝達
・水害リスクの周知
・平時からの住民等の防災意識醸成
・防災活動の着実な実施・連携体制の構築
・地域と連携した排水活動及び訓練、施設運用 等
※今後関係機関と連携し対策検討

※従来から検討してきた貯留型ダム並びに再開発後の市房ダムによる洪水調節の効果を含む

■被害対象を減少させるための対策
・まちづくりと連携した高台への居住誘導
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等）・移転促進
・不動産取引時の水害リスク情報提供
・二線堤、自然堤防の保全 等
※今後関係機関と連携し対策検討

水田の貯留機能向上

治山ダ
ム

山腹工

流木捕捉式治山ダム

森林の整備・保全 治山施設の整備

（貯留効果が大）

（貯留効果が小）

球磨川水系流域治水プロジェクト【位置図】

～流域のあらゆる関係者が協働し、まちづくりと連携した治水対策の推進～

4

令和5年5月時点

第７回球磨川流域治水協議会

説明資料より引用



流域治水プロジェクトの更なる強化 5

気候変動の影響により、2040 年頃には降雨量が約1.1 倍、流量が1.2 倍、洪水発生頻度が２倍に増加すると見込まれることを踏まえ、
流域治水の取組を更に加速化・深化させるため、全国109 の一級水系で、気候変動を踏まえた河川及び流域での対策の方針を反映し
た流域治水プロジェクト２．０に更新

水害から命を守り、豊かな暮らしの実現に向けた流域治水国民運動

■流域治水プロジェクト２.０のフレームワーク ～気候変動下で水害と共生するための３つの強化～

“量”の強化 “質”の強化 “手段”の強化

 気候変動を踏まえた治水計画への見直し
（２℃上昇下でも目標安全度維持）

球磨川水系においては見直し済み
 流域対策の目標を定め、役割分担に基づ

く流域対策の推進
 あらゆる治水対策の総動員

 溢れることも考慮した減災対策の推進

 多面的機能を活用した治水対策の推進

 既存ストックの徹底活用

 民間資金等の活用

 インフラDX等における新技術の活用

住民や企業などが自らの水災害リスクを認識し、自分事として捉え、主体的に行動することに加え、さらに視野を広げて、流域全体の
被害や水災害対策の全体像を認識し、自らの行動を深化させることで、流域治水の取り組みを推進

※本年度中に球磨川流域での具体的な取組を公表予定



○気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量人吉地点8,200m3/s、横石地点11,500m3/sを、洪水調節
施設等により、それぞれ4,200m3/s、3,200m3/s調節し、河道への配分流量を人吉地点：4,000m3/s、横石地点：8,300m3/sとする。
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＜球磨川計画高水流量図＞

【現行】

【変更】

基本高水の
ピーク流量
（m3/s）

洪水調節施設
による調節流量

（m3/s）

河道への
配分流量
（m3/s）

人吉 7,000 3,000 4,000

横石 9,900 2,100 7,800

単位m3/s
■：基準地点
●：主要な地点

＜河道と洪水調節施設等の配分流量＞

■横石
●柳瀬
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基本高水の
ピーク流量
（m3/s）

洪水調節施設等
による調節流量

（m3/s）

河道への
配分流量
（m3/s）

人吉 8,200 4,200 4,000

横石 11,500 3,200 8,300

単位m3/s
■：基準地点
●：主要な地点

■横石
●柳瀬
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基本方針
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流
量

※基準地点人吉の計画規模1/80、基準地点横石の計画規模1/100は踏襲

将来の気候変動の
影響を反映

洪水調節流量

基準地点人吉

河道配分
流量

洪水調節流量 7,800

9,900

基準地点横石
将来の気候変動の

影響を反映

河道配分
流量

洪水調節流量
4,000

7,000

河道配分
流量

洪水調節流量
8,300

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利
用や雨水の貯留・保水遊水機能の今後の具体的取り組み状
況を踏まえ、基準地点のみならず流域全体の治水安全度向
上のため、具体的な施設計画等を今後検討していく。
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4,000

●球磨川堰

●新前川堰

●一武

●球磨川堰

●新前川堰

●一武

球磨川水系河川整備基本方針（R3.12変更） 6第116回河川整備基本方針検討小委員会資料を一部修正



球磨川水系河川整備計画（R4.8策定） 7

○国土交通省九州地方整備局と熊本県では、「緑の流域治水」を理念とした、球磨川の今後おおむね30年間の具体的な
河川整備の目標や内容を示す「球磨川水系河川整備計画」を令和4年8月9日に策定。

○以下の２点を併せ持った全国で初めての計画。
① 気候変動の影響による降雨量の増大などを踏まえ、想定し得る最大規模までの洪水を想定し、あらゆる関係者が

協働して取り組む「流域治水」を具体的に盛り込んだ計画。
② 国管理区間と県管理区間の策定を同時に進めることにより、本川～支川～流域の連携推進を図った計画。

出典：球磨川水系河川整備計画 ［県管理区間］出典：球磨川水系河川整備計画 ［国管理区間］

流下能力を向上させる対策
流量を低減させる対策

流下能力を向上させる対策
流量を低減させる対策

主な治水事業（県管理区間）主な治水事業（国管理区間）

第７回球磨川流域治水協議会説明資料を一部修正



◆流水型ダム完成までのロードマップ

2022年度
(R4年度)

2035年度
(R17年度)

事
業
完
了

◆地域振興・生活再建に関する協議及び実現に向けた連携

ダム本体コンクリート
打設工事等

ダム本体基礎掘削工事

約4年

約5年

ダム本体の調査・設計・模型実験など

関係者との協議・補償など

環境調査・影響検討

協議が整ったものから速やかに着手

2027年度
(R9年度)

※上記の流水型ダム完成までのロードマップは、今後の関係者との調整等により変更の可能性がある。

○流水型ダムの工期については、他ダムの事例等を参考に、調査・設計や関係者との調整に5年、ダ
ム本体関連工事9年（基礎掘削4年、本体打設5年）と想定し、令和17年に事業完了と設定している。

○なお、以下のロードマップは概略検討に基づいて設定しており、今後も工期短縮に努める。

川辺川の流水型ダム 8第７回球磨川流域治水協議会説明資料より引用


